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　臨 時 会•第 3回 •　臨 時 会
　令和 5年第３回臨時会を、令和 5年８月３日に開催した。補正予算１件、工事請負契約の締
結１件を審議し可決した。

⃝令和 5年度神山町一般会計補正予算（第３号）

⃝令和 5年度大埜地瀧津線道路改良工事請負契約の締結

補　　正

契　　約

神山町議会�   ９月 定 例 会
　９月定例会は、令和 5年９月 6日から 15 日までの 10 日間の会期で開催した。令和 5年
度一般会計補正予算（第４号）・令和 5年度特別会計補正予算（第 2号）・令和４年度一般会計・
特別会計歳入歳出決算認定の他、神山町教育委員会委員の任命、神山町人権擁護委員の推薦
など、13件を審議し可決・認定・同意した。

補　　正
●令和５年度神山町一般会計補正予算（第４号）
●令和５年度神山町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
●令和５年度神山町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
●令和５年度神山町介護保険特別会計補正予算（第２号）
●令和５年度神山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

決算認定
●令和４年度神山町一般会計歳入歳出決算認定
●令和４年度神山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
●令和４年度神山町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定
●令和４年度神山町介護保険特別会計歳入歳出決算認定
●令和４年度神山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

人　　事
●神山町教育委員会委員の任命
●神山町人権擁護委員の推薦（２件）

2023年

  13日
一般質問
　�新居�榮二 議員、平岡�晴喜 議員、志甫　守 議員、森　一博 議員、髙橋�義英 議員



第58号
令和 5年11月15日発行3

　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
た
ま
る

放
射
性
物
質
を
含
む
処
理
水
に
つ
い
て

基
準
を
下
回
る
濃
度
に
薄
め
た
上
で
海

へ
の
放
出
を
始
め
た
。
12
年
余
り
を
経

て
懸
案
と
な
っ
て
き
た
処
理
水
の
処
分

が
動
き
出
し
た
が
、
完
了
に
は
30
年
程

度
の
長
期
間
が
見
込
ま
れ
安
全
性
の
確

保
と
風
評
被
害
へ
の
対
策
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　
台
風
６
号
、
７
号
は
神
山
町
で
も
雨

が
多
く
降
る
状
況
と
な
っ
た
。
大
き
な

被
災
は
な
か
っ
た
が
今
後
も
台
風
は
通

過
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
気
象
状
況
に

注
意
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。
昨
年

度
過
去
に
類
を
み
な
い
不
作
の
す
だ
ち

だ
が
、
本
年
度
は
順
調
に
生
育
し
令
和

3
年
度
並
の
収
量
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
経
済
に
つ
い
て
は
、
8
月
の
月
例
経

済
報
告
等
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
で

は
、「
景
気
は
、
緩
や
か
に
回
復
し
て

い
る
。」
先
行
き
に
つ
い
て
は
「
雇
用

所
得
環
境
が
改
善
す
る
下
で
、
緩
や
か

な
回
復
が
続
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

た
だ
し
世
界
的
な
金
融
引
締
め
に
伴
う

影
響
や
中
国
経
済
の
先
行
き
懸
念
な

ど
、
海
外
景
気
の
下
振
れ
が
景
気
を
下

押
し
す
る
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
。
物

価
上
昇
、
金
融
資
本
市
場
の
変
動
等
の

影
響
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ

い
て
は
5
月
8
日
か
ら
位
置
づ
け
が
5

類
に
移
行
、
行
動
制
限
や
外
出
自
粛
の

要
請
は
な
く
な
り
、
個
々
の
判
断
で
予

防
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
最

近
の
県
内
の
感
染
状
況
は
定
点
把
握
調

査
の
数
値
で
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

個
々
で
の
感
染
予
防
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
8
月
23
日

現
在
1
，5
3
3
人
の
方
が
接
種
済
、

9
月
20
日
か
ら
65
歳
以
上
の
方
の
7
回

目
接
種
及
び
65
歳
未
満
の
方
の
5
回
目

接
種
に
つ
い
て
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。

　
令
和
5
年
度
地
方
交
付
税
は
昨
年
の

算
定
時
よ
り
3
，
3
7
6
万
1
千
円

の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。
公
債
費
の
過

疎
対
策
事
業
の
償
還
額
の
増
加
が
主
な

要
因
で
あ
る
。

補
正
予
算

　
4
億
9
，2
6
4
万
8
千
円
を
追
加

し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
額

を
基
金
に
積
立
、神
山
温
泉
改
修
工
事
、

災
害
復
旧
事
業
等
の
追
加
で
あ
る
。

総
務
費

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の
基
金
へ
の

積
立

農
林
水
産
費

　
農
山
漁
村
未
来
創
造
事
業
補
助
金
と

し
て
機
器
導
入
経
費

商
工
費

　
神
山
温
泉
の
改
修
工
事
の
経
費
を
計

上災
害
復
旧
費

　
6
月
の
豪
雨
に
よ
る
被
災
箇
所
の
復

旧
工
事
費
な
ど
の
経
費
を
追
加
計
上

　
特
別
会
計
の
補
正
予
算
は
国
民
健
康

保
険
、
簡
易
水
道
事
業
、
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

補
正
額
を
計
上
し
て
い
る
。

町長の所信表明
令和 ５ 年 9 月定例会
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議案第 61 号　令和 5 年度　一般会計補正予算（第 4 号）

歳入歳出それぞれ 予算総額4億9,264万円増額 63億652万円

補 正 予 算

歳入
地方交付税 地 方 交 付 税 普通交付税 1 億　762 万円
国庫負担金 災害復旧費国庫負担金 現年公共土木施設災害復旧費負担金 2,494 万円

歳出

総　務　費
積　　 立　　 金

ふるさと創生事業基金積立金 1,240 万円
まち・ひと・しごと創生推進事業基金 2 億 3,560 万円

自 動 車 運 行 費 タクシー利用助成事業委託料
タクシー利用助成事業負担金

145 万円
2,790 万円

民　生　費 社 会 福 祉 総 務 費 成年後見制度利用支援助成金 △ 88 万円
商　工　費 神 山 温 泉 管 理 費 神山温泉施設改修工事 1 億 6,000 万円
消　防　費 災 害 対 策 費 コミュニティ助成事業 200 万円

災害復旧費 工 事 請 負 費
現年林道災害復旧費 1,045 万円
現年公共土木施設災害復旧費 3,740 万円

議案第 62 号
令和 5 年度神山町国民健康保険特別会計補正予算 （第 2 号）

  212 万円増額   7 億 7,790 万円

議案第 63 号
令和 5 年度神山町簡易水道事業特別会計補正予算 （第 2 号）

1,039 万円増額   4 億 4,468 万円

議案第 64 号
令和 5 年度神山町介護保険特別会計補正予算 （第 2 号）

    99 万円増額 10 億 5,851 万円

議案第 65 号
令和 5 年度神山町後期高齢者医療特別会計補正予算 （第 2 号）

      5 万円増額   1 億 2,763 万円

人事案件
議案第71号 〇神山町教育委員会委員の任命
	 	 敷　田　芳　郎	氏（神山町下分）
	 	 任期：令和５年10月３日～令和９年10月２日

議案第72号 〇人権擁護委員候補者の推薦
	 	 髙　橋　三枝子	氏（神山町鬼籠野）
	 	 任期：令和６年１月１日～令和８年12月31日

議案第73号 〇人権擁護委員候補者の推薦
	 	 楠　　　達　也	氏（神山町阿野）
	 	 任期：令和６年１月１日～令和８年12月31日
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令和 4 年度

決 算
一般会計と特別会計合わせ

●令和４年度決算状況

●一般会計決算の内訳

会 計 区 分 一 般 会 計
特 別 会 計

計
国民健康保険 簡易水道事業 介護保険 後期高齢者医療

歳入

令和４年度 86億8,677 7億2,824 5億 208 10億5,913 1億2,300 110億9,925

令和３年度 79億2,996 7億1,138 2億5,040 10億4,413 1億1,740 100億5,329

増減額 7億5,681 1,686 2億5,167 1,500 559 10億4,595

増減率（%） 9.5 2.4 100.5 1.4 4.8 10.4

歳出

令和４年度 82億5,376 7億2,609 4億9,437 10億 477 1億2,246 106億 148

令和３年度 75億9,449 6億9,973 2億4,404 9億8,851 1億1,622 96億4,301

増減額 6億5,927 2,635 2億5,033 1,626 624 9億5,846

増減率（%） 8.7 3.8 102.6 1.6 5.4 9.9

110億9,925万円 を 認 定‼

歳 入
86億

8,677万円

歳 出
82億

5,376万円

自主財源
　 34億
　 7,519万円
　　 （40.0％）

依存財源
52億1,158万円

（60.0％）

その他（３項目）
1億8,484万円

（2.3%）
公債費
4億6,354万円

（5.6%） 教育費
8億
8,441万円

（10.7%）消防費
2億1,184万円

（2.6%）

土木費
6億725万円

（7.4%）

農林水産費
4億1,980万円

（5.1%）
衛生費
4億1,216万円（5.0%）

民生費
11億
3,759万円

（13.8%）

総務費
39億
3,230万円

（47.5%）

その他
2億8,077万円（3.2%）

繰入金
10億9,775万円

（12.6%）

その他
（５項目）
18億
8,749万円

（21.8%）

地方交付税
27億6,464万円

（31.8%）

国庫支出金
7億5,620万円

（8.7%）

県支出金
3億
3,946万円

（3.9%）

町債
10億7,050万円

（12.4%）

町税
4億4,590万円（5.1%）

使用料・手数料
4,404万円（0.5%）

（単位：万円：％）
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●令和４年度の財政状況

●令和４年度町税等未収金の状況

●基金残高（令和５年5月31日現在）

借入金や基金はいくらになっているのか

名　　称
指　　数

解　　　　　説
令和４年度 令和３年度

財 政 力 指 数 0.20 0.21 財政力を判断する指標、1 を超えるほど財源に余裕がある。

経 常 収 支 比 率 74.7 73.3 財政構造の弾力性を判断する指数、70 ～ 80％が適正水準である。

実 質 公 債 費 比 率 2.5 2.7 全ての事業の公債費率で、18％以上は起債（借入金）に知事の許可が必要。

区　　　　分
未収金 前年との比較

令和 4 年度 令和 3 年度 増減額 増減率（%）

町 税 10,091,676 10,008,736 82,940 0.83

町 営 住 宅 使 用 料 3,132,800 2,450,800 682,000 27.83

国 民 健 康 保 険 税 3,037,691 4,959,884 △ 1,922,193 △ 38.75

簡 易 水 道 使 用 料 258,080 209,170 48,910 23.38

介 護 保 険 料 256,000 270,100 △ 14,100 △ 5.22

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 77,000 19,500 57,500 294.87

計 16,853,247 17,918,190 △ 1,064,943 △ 5.94

区　　　　分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高

一 般

財 政 調 整 基 金 30 億 7,116 954 30 億 8,070

減 債 基 金 9 億 3,425 223 9 億 3,648

そ の 他 の 基 金 64 億 3,709 6 億 3,296 70 億 7,006

国 保
財 政 調 整 基 金 9,439 203 9,642

そ の 他 の 基 金 500 0 500

水 道 簡 易 水 道 事 業 基 金 3,128 0 3,128

介 護 介護給付費準備基金 1 億 4,915 1,465 1 億 6,381

（単位：円：％）

（単位：％）

税の公平化と収納に努力を～町税等　滞納総額　1,685万円

（単位：万円）

地方債現在高（３月31日現在）　55億6,732万円
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一
般
質
問

一
般
質
問

　
鬼
籠
野
ゆ
う
か
の
里
は
年
々
観
光

客
が
増
加
し
神
山
町
内
で
も
有
数
の

観
光
地
と
な
り
桜
の
季
節
に
は
多
く

の
観
光
客
が
車
で
県
道
鬼
籠
野
国
府

線
は
道
幅
が
狭
く
待
避
所
も
少
な
く
一

方
通
行
の
所
が
ほ
と
ん
ど
で
特
に
桜

の
季
節
は
通
行
に
も
不
便
を
来
た
し

て
い
る
。

　
そ
の
対
応
策
と
し
て
町
も
立
ち
合

い
の
上
Ｕ
字
溝
の
話
が
上
っ
た
。
側
溝

の
中
に
伏
せ
て
使
用
し
て
い
る
が
、
県

か
ら
譲
り
受
け
た
条
件
や
目
的
そ
の

個
数
、
状
況
等
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
願

い
た
い
。

答
弁

建
設
課
長

　
本
路
線
の
神
山
町
内
分
で
は
ほ
と
ん

ど
が
一
車
線
と
狭
小
区
間
が
多
い
た
め

県
の
道
路
担
当
課
、
県
建
設
課
と
で
本

路
線
を
歩
き
、
改
修
、
拡
幅
、
側
溝
整

備
が
必
要
と
さ
れ
る
所
の
確
認
を
行
い

県
の
要
望
書
を
取
り
ま
と
め
た
一
覧
表

や
位
置
図
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
資
料
に
そ
っ
て
優
先
順
位
を
つ
け
工

事
を
進
め
て
い
る
。
県
道
払
い
下
げ
の

Ｕ
字
溝
に
つ
い
て
は
一
の
坂
方
面
へ

1
5
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
山
側
に
敷
設

の
Ｕ
型
側
溝
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。
Ｕ

字
溝
の
数
は
わ
か
ら
な
い
が
再
度
数
え

て
説
明
し
た
い
。

　
ゆ
う
か
の
里
会
員
2５
名
余
り
の
一
の

坂
住
民
の
方
が
町
か
ら
ゆ
ず
り
受
け

る
補
助
金
を
活
動
資
金
に
あ
て
桜
の

開
花
時
期
に
は
1
週
間
か
ら
10
日
ぐ

ら
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
さ

れ
て
い
る
が
、
会
員
の
皆
様
も
各
々
の

仕
事
を
し
な
が
ら
活
動
の
大
変
さ
を

担
う
よ
う
で
山
道
に
不
慣
れ
な
観
光

客
の
方
が
安
全
に
ゆ
う
か
の
里
を
訪

れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
早
急
に
県

道
の
改
良
工
事
が
行
な
わ
れ
る
よ
う

県
に
強
く
働
き
か
け
が
必
要
で
な
い

か
。●

質
問
２
●

青
井
夫
の
残
土
処
理
場
に
つ

い
て

　
平
成
30
年
3
月
議
会
、
令
和
4
年

3
月
議
会
に
二
度
に
わ
た
り
質
問
し

た
が
、
何
ら
進
展
も
な
い
た
め
三
度
目

の
質
問
を
す
る
。

　
当
初
平
成
26
年
使
用
開
始
予
定
で

あ
っ
た
残
土
処
理
用
地
が
放
置
さ
れ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
町
長
の
地
元
と

い
う
こ
と
で
現
状
は
よ
く
ご
存
知
か
と

思
う
が
今
や
雑
木
林
同
様
に
な
り
猪

や
鹿
な
ど
の
獣
の
遊
び
場
や
ね
ぐ
ら

と
化
し
近
隣
の
畑
に
影
響
が
お
よ
ん

で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
ま

で
な
ぜ
放
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁

建
設
課
長

　

平
成
26
年
開
始
と
い
う
事
で
計
画

し
て
き
た
が
、
現
在
残
土
処
理
場
と
し

て
運
営
で
き
て
い
な
い
。
周
辺
に
悪
い

環
境
を
与
え
る
周
り
の
環
境
整
備
に
つ

い
て
も
配
慮
す
る
。

　
前
回
の
一
般
質
問
の
際
に
は
残
土
処

理
場
と
し
て
い
て
で
き
る
の
か
の
質
問

の
折
に
は
め
ど
は
立
っ
て
い
な
い
が
一

日
も
早
く
開
始
で
き
る
よ
う
に
努
力

す
る
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
な

ん
ら
変
化
も
な
く
事
業
が
進
ん
で
い

な
い
、ど
の
よ
う
な
対
応
策
を
と
ら
れ
、

ど
の
よ
う
な
成
果
が
得
ら
れ
た
の
か

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

答
弁

建
設
課
長

　
残
土
処
理
場
に
つ
い
は
ま
だ
残
土
の

運
営
に
い
た
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら

回
数
を
重
ね
早
く
運
営
で
き
る
よ
う
に

再
問

努
力
し
て
い
く
。

　
購
入
資
金
1
，0
0
0
万
円
余
り
の

お
金
を
充
て
て
い
る
の
で
町
民
の
皆
様

か
ら
集
め
て
納
め
て
い
た
だ
い
た
血
税

で
あ
る
の
で
購
入
し
た
土
地
を
長
期

に
わ
た
り
何
ら
使
用
す
る
こ
と
な
く

放
置
し
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
こ
と

に
対
し
て
町
長
に
お
伺
い
す
る
。
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
あ
る
か
。

　
ま
た
事
業
の
進
ま
な
い
地
元
住
民

の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
の
答

弁
だ
っ
た
が
、
な
ぜ
、
理
解
が
得
ら
れ

な
い
の
か
、
当
時
の
町
長
に
は
地
元
選

出
の
議
長
と
し
て
目
途
を
つ
け
る
よ
う

に
お
願
い
し
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う
に

地
元
方
々
に
働
き
か
け
を
し
た
の
か
、

そ
の
点
に
つ
い
て
も
説
明
を
求
め
る
。

答
弁

町
長

　

残
土
処
理
場
の
再
問
で
す
が
私
と

し
て
も
今
後
前
向
き
に
取
り
く
ん
で
ま

い
り
た
い
。

　
た
だ
前
向
き
で
は
話
が
進
ま
な
い

の
で
細
部
に
わ
た
っ
て
話
が
煮
詰
ま

る
よ
う
に
地
元
の
皆
さ
ん
か
ら
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
一
日
も
早
く
残

土
処
理
場
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
町

長
に
お
願
い
す
る
。

再
々
問

●
質
問
1
●

ゆ
う
か
の
里
に
つ
い
て

新居議員の録画映像はこちらから

新居榮二�議員
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平岡議員の録画映像はこちらから

平岡晴喜�議員

　
本
年
3
月
末
よ
り
休
業
の
い
や
し

の
湯
の
再
開
時
期
に
つ
い
て
未
定
で

あ
る
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
2
ヶ
月

近
く
経
過
し
た
が
最
新
の
状
況
に
つ

い
て
聞
く
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

　
神
山
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
い
や
し

の
湯
に
関
し
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ

め
常
連
客
の
皆
様
、
観
光
客
の
皆
様

な
ど
多
く
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
い
る
こ
と
に
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。
工
事
状
況
に
つ
い
て
は
8
月

末
に
改
修
工
事
の
設
計
業
務
が
完
了

し
こ
の
9
月
議
会
に
工
事
費
の
補
正

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。
補
正
予
算

を
承
認
い
た
だ
け
れ
ば
、
10
月
下
旬

頃
に
は
入
札
を
執
行
し
、
請
負
業
者

を
決
定
す
る
予
定
。
工
期
に
つ
い
て

は
、
請
負
契
約
締
結
後
最
大
9
ヶ
月

程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。
今
年
度
の

完
了
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
の
で

令
和
6
年
3
月
議
会
で
工
期
延
伸
に

伴
う
請
負
変
更
契
約
の
議
案
を
上
程

す
る
予
定
。

　

い
や
し
の
湯
は
休
館
し
て
い
る

が
、
ま
だ
再
開
ま
で
に
9
ヶ
月
程
度

か
か
る
の
で
あ
れ
ば
、
ホ
テ
ル
宿
泊

事
業
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
指
定
管
理
さ

れ
て
い
る
道
の
駅
な
ど
で
集
客
し
な

け
れ
ば
赤
字
幅
は
膨
ら
ん
で
い
く
。

周
辺
の
飲
食
店
な
ど
へ
の
影
響
も
出

て
い
る
。
神
山
温
泉
は
神
山
町
を
訪

れ
る
、
町
外
県
外
の
人
の
活
動
拠
点

と
し
て
重
要
な
施
設
で
あ
る
。
や
れ

る
べ
き
こ
と
は
ア
イ
デ
ア
を
出
せ
ば

た
く
さ
ん
あ
る
。
神
山
温
泉
へ
の
指

導
と
町
当
局
の
見
解
を
求
め
る
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

　
町
と
し
て
も
ホ
テ
ル
四
季
の
里
の

宿
泊
と
レ
ス
ト
ラ
ン
カ
ワ
セ
ミ
は
営

業
し
て
い
る
の
で
集
客
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
し
た
方
が
良
い
と
考
え

て
い
る
。
引
き
続
き
神
山
温
泉
と
協

議
し
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
し
て

い
く
よ
う
に
協
議
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
い
や
し
の
湯
の
早
期
再
開
と
赤
字

再
問

●
質
問
1
●

神
山
温
泉
に
つ
い
て

幅
の
膨
ら
ま
な
い
よ
う
集
客
の
向
上

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
質
問
２
●

自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ

い
て

　
本
年
4
月
道
路
交
通
法
の
改
正
に

伴
い
、
自
転
車
運
転
に
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
。

今
補
正
予
算
で
1５
万
円
が
こ
の
件
に

関
し
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

1５
万
円
の
内
容
と
今
後
の
進
め
方
に

つ
い
て
考
え
を
聞
く
。

答
弁

総
務
課
長

　
令
和
5
年
4
月
1
日
施
行
の
改
正

道
路
交
通
法
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

が
努
力
義
務
と
な
り
、
徳
島
県
や
県

警
を
は
じ
め
、
各
関
係
団
体
に
よ
る

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
自
転
車
の
死
亡
事

故
に
よ
る
致
命
傷
部
位
の
約
60
％
が

頭
部
で
、
非
着
用
時
の
致
死
率
は
着

用
時
と
比
べ
て
約
2.4
倍
も
高
い
。
県

内
の
着
用
率
は
25
％
程
度
と
低
水
準

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
高
齢
者
や
高

校
生
の
着
用
率
も
低
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
神
山
町
の
補
助
は
県
の
助

成
に
合
わ
せ
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入

の
2
分
の
1
、
上
限
3
，
0
0
0

円
を
補
助
す
る
。周
知
に
つ
い
て
は
、

部
落
会
長
便
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

使
っ
て
周
知
し
て
い
き
た
い
。
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令
和
5
年
4
月
1
日
か
ら
町
の
車

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
神
山
町
に

住
民
票
が
あ
っ
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

取
得
し
、
ま
ち
の
ク
ル
マLet's

に

登
録
す
れ
ば
神
山
町
を
発
着
条
件
に

し
て
、
補
助
対
象
と
な
る
、
乗
車
運

賃
は
上
限
8
，0

0
0

円
で
町
負
担

割
合
8５
％
個
人
負
担
割
合
1５
％
で
乗

車
で
き
、
年
齢
、
用
途
、
回
数
の
制

限
は
な
く
利
用
で
き
る
。
利
用
状
況

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁

住
民
課
長

　
令
和
5
年
4
月
よ
り
町
営
バ
ス
や

高
齢
者
等
利
用
助
成
事
業
「
の
ら
ん

で
サ
ー
ビ
ス
」
に
か
わ
り
家
の
軒
先

か
ら
目
的
地
ま
で
移
動
で
き
る
新
し

い
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
タ

ク
シ
ー
の
利
用
を
助
成
す
る
「
ま
ち

の
ク
ル
マLet’s

」
の
運
行
を
開
始

し
て
運
行
開
始
後
、
5
ヶ
月
が
経
過

し
た
8
月
末
日
現
在
1
，4
7
2
名

の
方
が
登
録
し
4
月
か
ら
7
月
の

4
ヶ
月
間
の
利
用
状
況
は
神
山
町
の

み
の
運
行
に
利
用
さ
れ
自
家
用
有
償

車
両
は
1
，1
2
3
件
一
般
旅
客
自

動
車
、
タ
ク
シ
ー
は
4
，1
2
1
件

と
当
初
の
試
算
を
大
幅
に
上
回
る
利

用
と
な
っ
た
、
年
代
別
に
み
る
と
80

才
60
才
70
才
90
才
の
順
が
多
く
、
通

院
に
よ
る
利
用
が
大
半
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
も
状
況
み
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

　

現
在
、
当
初
の
予
算
は
5
，

2
0
0
万
円
だ
っ
た
が
9
月
補
正

で
2
，7
0
0
万
円
が
あ
る
。
あ
わ

せ
て
ど
の
く
ら
い
の
予
算
が
出
て
い

る
の
か
。

答
弁

住
民
課
長

　
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
委
託
料

2
，7
2
5
万
8
，0
0
0
円
、
タ

ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
負
担
金
は

6
，4
0
0
万
、
こ
れ
は
補
正
後
の

額
も
含
ん
で
い
る
。
合
わ
せ
て
9
，

1
2
5
万
8
，0
0
0
円
と
な
っ
て

い
る
。

再
問

●
質
問
1
●

ま
ち
の
ク
ル
マLet's

に
つ
い

て

志甫議員の録画映像はこちらから

志甫　守�議員

　

こ
の
財
源
は
す
べ
て
一
般
財
源
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
不
足
が
生
じ
る

恐
れ
が
あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
し

て
財
源
を
確
保
し
て
い
く
の
か
。

答
弁

副
町
長

　
ま
ち
の
ク
ル
マLet's

の
運
用
状

況
に
つ
い
て
増
加
傾
向
は
収
ま
る
こ

と
な
く
右
肩
上
り
で
増
え
て
お
り
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
継
続
す

る
事
業
と
す
る
た
め
に
は
絶

え
ず
見
直
し
も
含
め
た
検
証

も
必
要
で
、
寄
附
金
や
ふ
る

さ
と
納
税
又
地
方
債
の
活
用

も
含
め
今
後
も
努
力
し
な
が

ら
事
業
展
開
し
て
い
く
。

再
々
問
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①　
提
供
終
了
の
経
緯
は
？

答
弁

総
務
課
長

　

提
供
元
の
通
信
会
社
が
市
場
縮

小
、
サ
ー
ビ
ス
維
持
の
困
難
、
端
末

機
器
の
生
産
終
了
な
ど
に
よ
り
Ｉ
Ｐ

電
話
サ
ー
ビ
ス
が
終
了
す
る
。

②　
提
供
終
了
に
よ
る
手
続
き
・
機

器
・
料
金
の
変
更
は
？

答
弁

総
務
課
長

　
設
定
変
更・手
続
き
変
更
は
な
い
。

月
々
負
担
の
２
，７
５
０
円
も
変
更

は
な
い
。

③　
I
P
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
み
に

依
存
し
て
い
る
世
帯
は
？

答
弁

総
務
課
長

　
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
世
帯
・
75
歳

以
上
の
２
人
以
上
世
帯
で
、
対
象
世

帯
は
59
世
帯
。

④　
サ
ー
ビ
ス
終
了
後
、
通
信
上
の

孤
立
状
態
に
対
し
、
救
済
措
置
の
検

討
は
？
早
急
な
対
処
を
ど
う
考
え

る
。答弁

総
務
課
長

　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
対
象
世

帯
に
周
知
を
行
い
、
年
度
末
ま
で
に

確
認
を
す
る
。
代
替
の
導
入
は
、
総

務
課
・
神
山
ラ
ボ
で
取
り
次
ぐ
。

I
P
固
定
電
話
の
初
期
経
費
は

２
千
円
程
度
だ
が
、
別
途
月
額
料
金

が
必
要
。
町
か
ら
の
助
成
は
現
段
階

で
は
困
難
。
今
後
の
状
況
で
補
助
制

度
は
検
討
し
た
い
。
早
い
段
階
で
予

算
等
の
計
上
を
と
考
え
る
。

●
質
問
2
●

福
祉
行
政
（
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
）
に
つ
い
て

①　
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の

認
識
は
？ 

答
弁

健
康
福
祉
課
長

　
複
合
複
雑
化
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
包
括
的
体
制
整
備
。
断
ら
な
い

相
談
支
援
・
社
会
と
繋
が
る
参
加
支

援
・
地
域
づ
く
り
支
援
な
ど
の
一
体

的
な
実
施
を
支
援
す
る
。
属
性
・
世

代
・
内
容
に
関
わ
ら
ず
、
包
括
的
に

受
け
と
め
、
複
雑
複
合
化
し
た
事
例

は
多
機
関
協
働
事
業
に
つ
な
ぎ
、
課

題
の
解
き
ほ
ぐ
し
や
関
係
機
関
の
役

割
分
担
を
図
り
、
各
支
援
機
関
が
円

滑
な
連
携
の
も
と
で
支
援
を
行
う
。

実
施
希
望
す
る
手
挙
げ
任
意
事
業
。

②　
現
在
の
取
組
み
状
況
は
？

答
弁

健
康
福
祉
課
長

　
相
談
を
、
健
康
福
祉
課
・
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
一
括
し
て
行
っ

て
お
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
・
民
生

委
員
児
童
委
員
と
連
携
し
、
相
談
・

支
援
業
務
を
行
い
、
体
制
は
で
き
て

い
る
。
令
和
４
年
度
に
事
業
実
施
に

つ
い
て
検
討
し
た
が
、
専
任
・
兼
任

職
員
の
配
置
が
必
要
な
こ
と
、
現
状

で
職
員
配
置
し
て
、
ど
の
よ
う
な
事

業
が
で
き
る
か
な
ど
不
明
点
も
あ

り
、
事
業
申
請
は
見
送
る
こ
と
に

な
っ
た
。

③　
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
の
考
え

方
は
？

答
弁

健
康
福
祉
課
長

　

他
市
町
村
の
事
例
も
見
な
が
ら
、

町
と
し
て
対
応
が
必
要
な
場
合
は
、

検
討
し
た
い
。現
在
の
体
制
を
し
て
、

連
携
を
強
め
て
対
応
し
た
い
と
考
え

る
。

　
縦
割
り
制
度
の
隙
間
で
困
難
に
支

援
が
届
か
な
い
危
惧
の
も
と
で
き
た

制
度
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ

う
な
事
例
は
起
き
て
い
な
い
か
？

再
問

答
弁

健
康
福
祉
課
長

　
健
康
福
祉
課
で
一
括
し
て
対
応
し

て
お
り
、
住
民
の
声
も
か
な
り
届
い

て
い
る
の
で
対
応
で
き
て
い
る
。

●
質
問
1
●

I
P
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

終
了
に
つ
い
て

森議員の録画映像はこちらから

森　一博�議員
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一
般
質
問

一
般
質
問

　
防
災
士
を
多
く
育
成
し
て
い
く
に

は
、わ
が
町
が
協
力
し
て
、女
性
や
、

若
者
、
更
に
は
消
防
団
活
動
経
験
者

に
も
資
格
取
得
を
呼
び
か
け
る
考
え

を
伺
う
。

答
弁

総
務
課
長

　
町
民
の
方
に
資
格
取
得
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
、
取
得
者
本
人
の
意

識
向
上
や
学
習
に
な
る
も
の
で
大
変

良
い
と
思
う
。
受
講
に
対
す
る
助
成

に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　
防
災
士
の
資
格
を
取
得
さ
れ
、
現

在
ど
の
よ
う
な
、
訓
練
、
活
動
を
し

て
い
る
の
か
。

再
問

●
質
問
1
●

地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ
い

て

答
弁

総
務
課
長

　
コ
ロ
ナ
で
活
動
が
で
き
て
い
な
い

の
が
実
情
で
あ
る
。

　
今
後
、
消
防
署
に
も
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
役
場
の
防
災
訓
練
の

実
施
や
、
地
区
の
防
災
訓
練
へ
の
参

加
を
す
す
め
て
参
り
た
い
と
思
う
。

　
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
や
そ
の
他
の

研
修
が
あ
る
の
で
受
講
す
る
よ
う
に

進
め
る
。

●
質
問
2
●

人
事
管
理
に
つ
い
て

　
職
員
の
研
修
に
つ
い
て
計
画
的
に

実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。
又
、
職
員

の
地
域
活
動
へ
参
加
、
推
進
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁

総
務
課
長

　
新
規
職
員
の
研
修
他
自
治
研
修
セ

ン
タ
ー
で
15
の
研
修
が
あ
る
。ま
た
、

町
独
自
の
職
員
研
修
と
し
て
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
ほ
か
４
つ
の
研
修

を
実
施
し
て
い
る
。

　
そ
の
中
に
接
遇
や
電
話
対
応
の
研

修
も
あ
る
。
接
遇
や
自
動
車
の
運
転

に
つ
い
て
は
、
常
に
指
導
は
し
て
い

る
。
ま
た
地
域
活
動
へ
の
参
加
に
つ

い
て
、
敬
老
会
や
運
動
会
な
ど
地
区

の
地
域
活
動
に
は
地
域
の
者
は
参
加

す
る
よ
う
職
員
に
す
す
め
て
い
る
。

　
保
護
者
や
、
生
徒
、
町
民
の
方
か

ら
、
異
物
、
虫
等
の
話
が
あ
っ
た
場

合
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の

か
。

　
又
、
異
物
や
、
虫
な
ど
の
混
入
を

防
ぐ
新
た
な
対
応
策
、
等
の
お
考
え

は
あ
る
の
か
。

答
弁

教
育
次
長

　
保
護
者
の
方
々
に
は
、
日
頃
か
ら

お
子
様
に
対
し
、
異
物
の
混
入
が

あ
っ
た
場
合
は
す
ぐ
に
先
生
に
言
う

よ
う
に
ご
指
導
を
お
願
い
す
る
。
学

校
に
は
児
童
生
徒
が
報
告
し
や
す
い

雰
囲
気
作
り
を
お
願
い
す
る
。

　
２
点
目
、
現
在
の
衛
生
管
理
基
準

を
忠
実
に
守
る
こ
と
、
虫
等
混
入
時

に
事
業
者
が
提
出
し
た
再
発
防
止
対

策
を
し
っ
か
り
と
行
う
事
と
給
食
配

膳
時
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら

配
膳
す
る
こ
と
な
ど
を
お
願
い
す

る
。●

質
問
4
●

神
山
町
景
観
計
画
の
策
定
に

つ
い
て

　
今
回
の
景
観
計
画
策
定
の
本
来
の

趣
旨
を
伺
う
。

●
質
問
3
●

学
校
給
食
に
つ
い
て

答
弁

総
務
課
長

　
景
観
に
配
慮
さ
れ
な
い
開
発
が
起

こ
ら
な
い
か
危
惧
す
る
声
が
住
民
か

ら
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
開
発
行

為
に
た
い
し
て
あ
る
程
度
の
制
限
を

も
う
け
る
た
め
に
景
観
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
が
趣
旨
で
あ
る
。

　

神
山
ま
る
ご
と
高
専
の
寮
で
す

が
、
敷
地
は
、
無
償
貸
与
と
な
っ
て

い
る
。
景
観
を
守
る
、
の
考
え
か
ら

も
町
か
ら
高
専
に
対
し
て
、
除
草
作

業
を
行
う
よ
う
に
依
頼
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

答
弁

総
務
課
長

　
７
月
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
草
刈
り

を
し
た
よ
う
だ
が
、
草
の
発
育
が
早

い
よ
う
で
、
９
月
中
に
草
刈
り
を
行

う
よ
う
だ
。
今
後
、
町
と
し
て
、
除

草
等
の
敷
地
の
管
理
に
つ
い
て
指
導

は
お
こ
な
う
。

再
問

髙橋議員の録画映像はこちらから

髙橋義英�議員
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深
夜
に
か
な
で
る
、
虫
の
歌
、

虫
た
ち
は
私
が
一
番
、
僕
が
一

番
と
か
な
で
る
。
そ
う
し
た
お

り
明
日
は
、
町
内
の
運
動
会
大

ぜ
い
の
保
護
者
の
人
達
が
小
学

校
に
集
り
地
区
別
に
陣
ど
る
。

昔
、
運
動
会
と
い
え
ば
や
は
り

メ
イ
ン
は
地
区
別
リ
レ
ー
、
赤
、

青
、
白
、
緑
の
タ
ス
キ
を
頭
に

巻
き
1
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で

の
リ
レ
ー
賞
品
は
1
番
は
ノ
ー

ト
5
冊
、
2
番
1
冊
、
3
番
は

え
ん
ぴ
つ
1
本
で
し
た
。
な
つ

か
し
い
な
～
、
遠
～
い
む
か
し

の
話
で
す
。�

（
志
甫　
守
）

議
会
の
動
き

■
11
月

17
日　
神
山
町
戦
没
者
追
悼
式

29
日　
第
67
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

30
日　
令
和
5
年
度
議
長
研
修
会

下
旬　
12
月
定
例
会

■
12
月

12
日　
神
山
町
議
会
議
員
選
挙
告
示

17
日　
神
山
町
議
会
議
員
選
挙
投
開
票

中
旬　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

■
１
月

２
日　
神
山
町
二
十
歳
を
祝
う
会

７
日　
神
山
町
消
防
出
初
式

上
旬　
第
１
回
臨
時
会

15
日　
第
59
号
議
会
だ
よ
り
発
行

つ

や
ぶ

き

【
隠
れ
名
所
シ
リ
ー
ズ
】

【
隠
れ
名
所
シ
リ
ー
ズ
】

　　
1111
番
札
所
か
ら

番
札
所
か
ら
1212
番
札
所
の
間
に
は
、
難
所
の
「
遍
路
こ
ろ
が
し
」
が
あ
り

番
札
所
の
間
に
は
、
難
所
の
「
遍
路
こ
ろ
が
し
」
が
あ
り

ま
す
。
お
遍
路
さ
ん
が
転
げ
落
ち
る
く
ら
い
急
な
坂
道
の
こ
と
で
す
。
僕
は
今

ま
す
。
お
遍
路
さ
ん
が
転
げ
落
ち
る
く
ら
い
急
な
坂
道
の
こ
と
で
す
。
僕
は
今

年
２
月

年
２
月
2323
日
に
遍
路
体
験
し
ま
し
た
。

日
に
遍
路
体
験
し
ま
し
た
。
1111
番
札
所
藤
井
寺
か
ら
焼
山
寺
の

番
札
所
藤
井
寺
か
ら
焼
山
寺
の
1212
・・

55
㎞
の
道
で
す
。
無
事
に
行
け
ま
す
よ
う
に
と
手
を
合
わ
せ
、
い
ざ
出
発
！
い

㎞
の
道
で
す
。
無
事
に
行
け
ま
す
よ
う
に
と
手
を
合
わ
せ
、
い
ざ
出
発
！
い

き
な
り
坂
道
、ま
あ
～
ス
ゴ
イ
。
歩
け
ど
歩
け
ど
上
を
向
け
な
い
く
ら
い
の
坂
道
。

き
な
り
坂
道
、ま
あ
～
ス
ゴ
イ
。
歩
け
ど
歩
け
ど
上
を
向
け
な
い
く
ら
い
の
坂
道
。

こ
れ
か
っ
と
思
っ
た
、
よ
く
言
っ
た
物
だ
。
本
当
に
遍
路
こ
ろ
が
し
。「
ス
ゴ
イ
」

こ
れ
か
っ
と
思
っ
た
、
よ
く
言
っ
た
物
だ
。
本
当
に
遍
路
こ
ろ
が
し
。「
ス
ゴ
イ
」

と
思
っ
た
。
歩
け
ど
坂
ば
っ
か
し
。
声
を
出
し
「
だ
れ
が
こ
ん
な
道
を
選
ん
だ

と
思
っ
た
。
歩
け
ど
坂
ば
っ
か
し
。
声
を
出
し
「
だ
れ
が
こ
ん
な
道
を
選
ん
だ

の
か
」
と
。
本
当
に
キ
ビ
シ
ィ
で
す
。
実
は
、
こ
の
歩
き
遍
路
に
は
僕
を
入
れ

の
か
」
と
。
本
当
に
キ
ビ
シ
ィ
で
す
。
実
は
、
こ
の
歩
き
遍
路
に
は
僕
を
入
れ

て
５
名
の
参
加
で
し
た
。
女
性
２
名
男
性
３
名
。
僕
が
最
年
長
、
後
は
み
ん
な

て
５
名
の
参
加
で
し
た
。
女
性
２
名
男
性
３
名
。
僕
が
最
年
長
、
後
は
み
ん
な

若
い
人
達
で
ビ
ッ
ク
リ
。
前
を
歩
く
女
性
は
ス
イ
ス
イ
と
歩
き
始
め
、
２
時
間

若
い
人
達
で
ビ
ッ
ク
リ
。
前
を
歩
く
女
性
は
ス
イ
ス
イ
と
歩
き
始
め
、
２
時
間

す
ぎ
休
憩
。
眼
下
に
は
吉
野
川
市
が
見
え
ま
し
た
。
キ
レ
イ
な
景
色
で
し
た
。

す
ぎ
休
憩
。
眼
下
に
は
吉
野
川
市
が
見
え
ま
し
た
。
キ
レ
イ
な
景
色
で
し
た
。

途
中
、
や
な
ぎ
の
水
に

途
中
、
や
な
ぎ
の
水
に

つ
い
た
時
、「
今
日
は

つ
い
た
時
、「
今
日
は

こ
れ
で
終
わ
り
に
し
ま

こ
れ
で
終
わ
り
に
し
ま

し
ょ
う
」
と
男
性
が
声

し
ょ
う
」
と
男
性
が
声

を
か
け
て
く
れ
て
遍
路

を
か
け
て
く
れ
て
遍
路

の
旅
は
終
わ
り
ま
し
た
。

の
旅
は
終
わ
り
ま
し
た
。

疲
れ
た
～
ぁ
。「
遍
路
の

疲
れ
た
～
ぁ
。「
遍
路
の

体
験
は
僕
に
と
っ
て
大

体
験
は
僕
に
と
っ
て
大

き
な
財
産
に
な
り
ま
し

き
な
財
産
に
な
り
ま
し

た
」。
皆
さ
ん
も
、
是
非

た
」。
皆
さ
ん
も
、
是
非

体
験
さ
れ
て
み
て
は
！

体
験
さ
れ
て
み
て
は
！

��

（
志
甫　
守
）

（
志
甫　
守
）

下分地区敬老会　下分地区の敬老会が、９月 17日下分公民館で開催されま
した。今年は、103名の方々の出席を頂きました。その中で 100歳の森　明さんが、出席されました。
本当に元気でしっかりした足取りで河野町長より、岸田総理大臣の祝い状や、記念品をお受けになり
ました。出席された皆さんも、来年も元気でお会いできるのを楽しみにしております。�（白土　義信）
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